

































































































































































 HgTeのエネルギー帯構造に対する上記の2つの試みについて妥当性を考察する。色)のモデルでli『  亨
『
 1『
70
 はK=0で2つの伝導帯と充満帯が3重縮退している。Ge,InSb等ではspin-orbitspli揺一
 重ngによってK-0における3重縮退が解け2重と1重の縮退に分離しているoHgTeにおいても
 当然split七ing(～1eV)によって3璽縮退が解けていると考えるべきである。従ってQ⇒のモデ
 ルは適正ではないと考えられる。(B)のモデルでは,K;oからはずれた位置に三つの伝導帯が存在
 する。この状態では,伝導電子のフェルミ面の形状は球対称性を持たずかなり大きな異方性を有す
 る筈であると考えられる。本研究で得た測定結果からは,フェルミ簡は殆んど球対称性を有すると
 いう知見を得ている。従って(B)のモデルはこの性質に矛盾するように考えられる。以上の考察から
 偽)(B)のモデルは,共に必ずしもHgTeの真のエネルギー搭構造に適合するものでないと考えられる。
 §5結論
 前章までに述べた測定結果と考察に基づき次の結論が縛られる。
 (1)高純度の瓦型Hg④e磁結昆で電子易動度が2×io5cm2/v.sec.に達するものが作製されたG
 (2)上記の試料について,i.バKの温度で明瞭なShubnikov-deHaas効果を観測した。
 (3)この振励効果には2種類の周期があり,共に伝導電子によるものと考えられる。これにより,
 HgTeのエネルギー帯構造において新しい伝導帯の存在を初めて実証した。
 (412種類の電子のフェルミ藤は共に異方性が小で,殆んど球状である。
 (5)低い磁場強度から振動に寄与する第1の電子の有効質量はO.027mである。この値は,従来の
 Groves等の結果と良く一致する。
 (6〉単純なエネルギー帯構造モデルとして,K=0で2っの伝導帯と充満帯が3重縮退している場
 合,第2の伝導帯のparabollc呈もyを仮定すれば,その伝導電子の有効質量は0.044肌となる。或
 いは又,第1の伝導帯はK需0で充満帯と縮退し,第2の伝導帯は8.7×10“eVの巾で充満帯
 と重なっている場合には,第2の伝導帯の電子の有効質∫!l}は,2つの伝導帯のparabolic三七yを仮
 定するとO.040肌となる。しかるに,従来のエネルギー帯に照する理論的一般の考察から,.ヒ記
 の試みは必ずしも当を得たものではないと考えられるO
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 論文審査結果の要旨
 ∬一W族化合物HgTeは近時禁制エネルギー幅のない特異な半導体とされている。この化合物は
 Hgの蒸気圧が高いため正規組成の単結編の製作が困難であるが,山本は多くの失敗の後高純度のπ
 型単結鹸で電子易動度2×105cm2/%1t.secに達するものを作製し総て,これらの試料について
 極低温,強磁場で磁気抵抗効果に明瞭な振動効果即ちShubnikov-deHaas効果を観測することが
 できた。この効果は電子帯構造を解明するための特に重要な知見を与えるものである。
 温度1.1。Kで17KOeまでの磁場を結晶の<110〉及び<100〉方向に流した電流に垂直な面内
 で回転し振動効果を観測した結果磁場0.5-1、8KOeの範囲とL4～11.9KOeの範囲に周期の異
 なる2種類の振動を見出した。易動度からいずれも伝導電子に図るものと考えられる。また本効果
 は磁場方向と結晶軸とのなす角度に対して周期が変化せず等方的であるから2種類の伝導電子帯の
 フェルミ面は共に殆ど球形であると見倣すことができる。また振励振幅の温度変化から電子の有効
みお
 質量として那1皿0.027弔。及び肌2置0.044配。を得た。こ㌧に㎜oは自由電子の質量を表わす。
 上記の研究結果は電子易動度が大きいため近時多数の研究がなきれているHgTeにつきその電子
 帯構造を解明する上に重要なShubnikov-deHaas効果の観測に成功し伝導電子のフェルミ面に有
 効質量の異る2種類があること,そして共に殆ど球形であることなどの新らしい知見を得たもので
 ある。
 よって,山本正雄提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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